
農業者
生産法人

集荷・流通事業者

競合品（小麦、とうもろこし）

 
と競争しうる価格で供給

米粉製造事業者
飼料製造事業者

米粉製品製造事業者
畜産物生産者
食肉加工事業者

食品小売事業者
外食産業事業者

生産者 加工事業者
販売事業者

関係者が連携して事業を展開

支 援 措 置

米粉・飼料用米生産・流通ビジネス支援事業のイメージ

地域の雇用や農畜産物の生産・販売額が増加し、地域の活性化を実現

生産者に対する支援
生産者、集荷・流通事業者、加工事業者等
が整備する機械・施設等に対する支援

米粉・飼料用米等の作付拡大に対し助成

（支援水準）

毎年

 

５．５万円／１０ａ

製粉施設、飼料製造施設等に対し助成

（支援水準）

事業費の１／２を助成

生産・流通・加工・販売に係る雇用に対する助成

生産製造連携計画の認定者が、労働者を雇い入れて事業を行う場合、雇用に係る経費を助成

その他の関連措置



○

 

米の用途拡大による消費拡大と水田の有効利用を目的として、平成10年から操業を開始。

○

 

二段階製粉方式や酵素処理製粉方式により、現在、年間4,000トン程度の米粉を生産。

○

 

米粉ミックスを栄喜堂が購入し、米粉パンとしてジョナサンが販売。

○

 

新潟県胎内市において、産地づくり交付金を活用し、新規需要米の取組を推進。

○

 
米粉の先進事例 （新潟製粉・新潟県）

気流粉砕機

製粉工場

消費者

新潟製粉

JA黒川村

（社）米穀安定供

 給確保支援機構

酵素処理方式
等による製粉

米粉用米
（豊作時の過剰米）

米粉ミックス

米粉パン

米粉用米
（新規需要米等）

・

 

産地づくり交付金を活用し、

 
新規需要米の取組を推進

栄 喜 堂

米粉パンを製造

ジョナサン

製パンメーカー等

米粉

・

 

今後、周辺ＪＡと連携して原

 
料米を生産

グリコ栄養食品
グルテンを添加

JA中条町

生産面積 生産数量

○

 

新規需要米の取組状況

20年産の状況

42ｈａ 221ｔ



豚肉の販売

（付加価値化）

配
合
飼
料

稲作農家
（地元農家２３０戸） 消費者

生活クラブ生協、直

 
営店、インターネッ

 
ト通販等で販売

○

 

食料自給率の向上、農地の有効活用と水田の多面的な機能による環境保全を目的として、平成１６年に山形

 
県遊佐町の「食料自給率向上特区」の認可取得し、組織された「飼料用米プロジェクト」に参画。

○

 

遊佐町での作付面積は、１６年の７．８ｈａから１９年は１３０ｈａに大幅に拡大。

○

 

(株)平田牧場が飼料用米を買い取り、自社の肥育豚の飼料に輸入トウモロコシの替わりに、飼料用米を１０％

 
配合。

○

 

現在、生産された豚肉は「こめ育ち豚」として、生活クラブ生協などを通じて販売。

(株)平田牧場

飼料製造業者

飼料用米

飼料用米

購入代金４６円/kg

液肥の還元

飼料用米１０％配合

産地づくり交付金
の助成

５０，５００円/10a

ＪＡ

肥育豚

肥育後期飼料

 
として給与

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度（見込み）

作付面積
（ha）

7.8 19.4 60.5 130
170

(その他酒田市で
150ha)

生産量
（ﾄﾝ）

30.3 107.7 347.3 691.2

平均単収
（kg/10a）

388 555 574 530

○ 遊佐町における飼料用米生産状況

飼料用米

飼料米の給与による肉質への影響

・

 

筋肉内脂肪の増加。

・

 

肉が柔らかくなる。

・

 

脂肪融点の低下。

 

等

○

 
飼料用米の先進事例（（株)平田牧場・山形県）
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